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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは
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宝
石
と
の

６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
ま
で
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

（旧 石福ジュエリーパーツ株式会社）
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パーツカタログVol.16

ハンドツールカタログ

種類豊富

全 7,000 アイテム

・宝飾品パーツ

・地金各種

・材料 他

ハンドツール関係

充実しています

　
６
月
10
日
（
水
）、
近
江
神

宮
（
滋
賀
県
大
津
市
）
で
漏
刻

祭
が
行
わ
れ
た
。

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

多
く
の
参
列
者
が
見
守
る
中
、

祭
次
第
通
り
執
り
行
わ
れ
、
漏

刻
博
士
に
後
従
し
、
采
女
に
よ

り
時
計
メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら
、

今
年
度
の
新
製
品
計
19
点
が
献

納
さ
れ
た
。

　
引
き
続
い
て
神
賀
詞
、
た
た

え
歌
、
舞
楽
が
奏
さ
れ
、
宮
司
、

陰
陽
頭
、
参
列
者
の
順
に
玉
串

を
奉
り
拝
礼
し
た
後
、
第
63
回

技
能
五
輪
全
国
大
会
金
賞
受
賞

者
の
披
露
が
行
わ
れ
た
。
今
回

は
秋
田
エ
プ
ソ
ン
㈱
の
仙
道
琉

氏
が
受
賞
し
、
表
彰
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
時
を
守
る
会
に
よ

る
「
時
を
守
る
会
」
ク
イ
ズ
で

は
、
ク
イ
ズ
の
全
問
正
解
者
24

人
の
中
か
ら
賞
品
進
呈
者
５
人

を
決
め
る
抽
選
が
、
同
祭
奉
仕

者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
宮
司
挨
拶
が
網
谷
道

弘
氏
に
よ
り
述
べ
ら
れ
「
今
日

と
い
う
日
に
こ
そ
、
時
間
の
大

切
さ
を
今
一
度
認
識
し
て
ほ
し

い
」
と
し
、
閉
幕
し
た
。

　時の記念日は、西暦６７１年６月１０日に天智天皇が水時計（漏刻）で時
を計り人々に時を知らせた故事にちなみ、１０６年前の１９２０年に「時間
を正しく守り生活を合理的にしよう」と、当時の文部省（現在の文部科学省）
が出資した外郭（がいかく）団体が制定した、日本で最も古く、日本独自の
記念日である。
　時計工藝新聞社では、由緒あるこの記念日を長年〝「６月１０日時の記念日」
を祝日に〟を提唱している。

『時の記念日』を祝日に
時計工藝新聞社は提唱しています

時計各社新製品19点奉納 「記念の日に時の大切さ再認識を」

20年前との変化は？ 現代人の時間との付き合い方

６
月
10
日

６
月
10
日漏

刻
祭

漏
刻
祭

近
江
神
宮
で
開
催

近
江
神
宮
で
開
催

タ
イ
パ
意
識
６
割

タ
イ
パ
意
識
６
割

少
々
お
待
ち
下
さ
い
は
30
秒

少
々
お
待
ち
下
さ
い
は
30
秒

ち
ょ
っ
と
一
杯
平
均
79
分

ち
ょ
っ
と
一
杯
平
均
79
分

午
前
様
は
３
時
48
分
以
降

午
前
様
は
３
時
48
分
以
降

“
時
感
”違
う
は
当
然

“
時
感
”違
う
は
当
然

時
の
記
念
日

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
（
東
京
都
西

東
京
市
、
大
治
良
高
社
長
）
で

は
、
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念

日
」
を
前
に
、
全
国
の
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ソ
ン
（
給
与
所
得
者
）

４
０
０
人
を
対
象
に
、“
時
間

感
覚
”
に
関
す
る
意
識
調
査
を

実
施
し
た
。

　
日
常
に
は
、「
未
明
」「
午
前

様
」「
ち
ょ
っ
と
一
杯
」
な
ど
、

　
セ
イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
服
部
真
二
代

表
取
締
役
会
長
兼
グ
ル
ー
プ

CEO

兼
グ
ル
ー
プCCO 

）は
、

６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」

に
ち
な
み
、
生
活
者
に
時
間
に

が
10
回
目
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
定
点
観
測
を

振
り
返
り
、
現
代
人
の
時
間
と

の
付
き
合
い
方
を
ひ
も
と
く
。

　
①
タ
イ
パ
と
Ａ
Ｉ
　

　
▽
６
割
以
上
が
「
タ
イ
パ
を

意
識
し
て
行
動
」（
61
・
０
％
）、

「
タ
イ
パ
重
視
の
考
え
方
は
社

会
に
定
着
」（
65
・
８
％
）
と

捉
え
て
い
る
。

　
▽
タ
イ
パ
が
よ
い
過
ご
し
方

を
す
る
こ
と
が
「
豊
か
な
生
活

時
間
の
使
い
方
」
だ
と
思
う

39
・
３
％
、
思
わ
な
い
28
・
７
％

　
▽
時
間
効
率
を
高
め
ら
れ
る

と
「
心
が
満
た
さ
れ
る
」
と
思

う
41
・
４
％
、
思
わ
な
い
27
・

３
％

　
▽
51
・
９
％
と
半
数
以
上
が

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
Ａ
Ｉ
を
活

用
」
中
。
Ａ
Ｉ
の
利
用
機
能
は

「
仕
事
の
相
談
」「
人
生
相
談
」

「
愚
痴
を
聞
い
て
も
ら
う
」
な

ど
。

　
②
時
間
の
使
い
分
け

　
▽
７
割
以
上
が
「
何
も
し
な

い
時
間
は
必
要
」「
ひ
と
つ
の

こ
と
を
考
え
た
い
」「
考
え
事

を
す
る
の
が
好
き
」
と
メ
ン
パ

（
メ
ン
タ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）

時
間
も
重
視
。
タ
イ
パ
と
メ
ン

パ
が
共
存
す
る
時
間
の
使
い
分

け
傾
向
。

　
▽
短
縮
し
た
い
時
間
Ｔ
Ｏ
Ｐ

３
は
「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
行

列
」「
人
気
の
飲
食
店
の
行
列
」

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
」。

32
・
０
％
が
時
間
短
縮
の
た
め

に
お
金
を
支
払
っ
た
経
験
あ

り
。

　
▽
長
く
て
も
か
ま
わ
な
い
時

間
Ｔ
Ｏ
Ｐ
３
は
「
一
人
で
過
ご

す
静
か
な
時
間
」「
誰
か
と
食

事
を
す
る
時
間
」「
自
分
へ
の

ご
褒
美
を
選
ぶ
時
間
」。

　
▽
６
割
以
上
で
「
時
間
が
か

か
っ
て
も
自
分
が
納
得
で
き
る

選
択
を
し
た
い
」「
効
率
よ
り

自
分
に
と
っ
て
心
地
よ
い
か
を

基
準
に
考
え
る
」
と
時
間
の
使

い
方
が
変
化
。

　
▽
63
・
６
％
が
効
率
化
し
た

い
時
間
と
あ
え
て
効
率
を
求
め

た
く
な
い
時
間
を
「
使
い
分
け

て
い
る
」
と
回
答
。“
自
分
軸
”

で
の
時
間
の
使
い
分
け
も
浸

透
。

　
③
時
間
感
覚

　
▽
「
少
し
早
め
」
は
「
10
分

前
」（
52
・
６
％
）
が
大
勢
だ
が
、

「
５
分
前
」「
20
分
以
上
前
」
の

人
も
約
１
割
ず
つ
。「
な
る
早

で
」
と
言
わ
れ
て
悩
む
人
が
約

３
人
に
１
人
。

　
▽
88
・
７
％
が
他
人
と
時
間

が
「
時
間
感
覚
が
違
う
の
は
当

然
」
と
回
答
。
時
間
感
覚
は
人

に
よ
っ
て
違
う
の
が
当
た
り

前
。

　
▽
共
有
す
る
時
間
の
考
え

方
も
「
世
代
に
よ
っ
て
違
う
」

（
73
・
４
％
）、「
必
要
な
と

き
だ
け
共
有
で
き
れ
ば
十
分
」

（
67
・
０
％
）
と
み
ん
な
が
同

じ
で
あ
る
必
要
は
な
い

　【「
時
間
白
書
」
10
回
目
現
代

人
の
時
間
感
覚
】

　
◇
「
時
間
に
追
わ
れ
」

（
63
・
４
％
）、「
時
間
が
足
り

な
い
」（
56
・
７
％
）
と
い
う

時
間
感
覚
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
。

　
◇
「
１
分
で
も
ム
ダ
に
し
た

く
な
い
」（
37
・
７
％
）、 「
や

る
こ
と
が
な
い
時
間
が
出
来
る

と
つ
い
不
安
に
な
っ
て
し
ま

う
」（
33
・
２
％
） 

、「
何
も
し

な
い
時
間
を
大
切
に
し
た
い
」

（
56
・
１
％
）
が
定
点
観
測
で

過
去
最
大
に

　
◇
１
時
間
の
価
値
、
オ
ン
タ

イ
ム
４
８
３
６
円
、
オ
フ
タ
イ

ム
１
万
１
３
０
５
円
。
10
回
前

よ
り
値
上
が
り
す
る
も
、
こ
こ

数
年
は
オ
ン
タ
イ
ム
は
横
ば

い
、
オ
フ
タ
イ
ム
は
減
少
傾
向

に
。

　
◇
１
週
間
で
最
も
大
切
に
し

た
い
時
間
Ｔ
Ｏ
Ｐ
３
は
、
１
位

「
金
曜
Ｐ
Ｍ
10
時
」、
２
位
「
土

曜
Ｐ
Ｍ
９
時
」、
３
位
「
土
曜

Ｐ
Ｍ
10
時
」

よ
う
で
、
人
に
よ
っ
て
捉
え

方
・
感
じ
方
が
異
な
る
曖
昧
な

“
時
間
語
”
が
数
多
く
存
在
す

る
。
こ
う
し
た
言
葉
は
、
現
代

の
人
々
に
ど
の
よ
う
な
時
間
感

覚
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

　
近
年
は
働
き
方
の
多
様
化
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
時
間

の
使
い
方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
本

来
の
意
味
と
は
異
な
る
感
覚
で

使
わ
れ
る
言
葉
や
、
若
い
世
代

で
は
な
じ
み
が
薄
く
な
り
つ
つ

あ
る
表
現
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
同
調
査
で
は
、
２
０
２
６
年

の
最
新
結
果
に
加
え
、
同
社
が

２
０
０
６
年
（
20
年
前
）
に
実

施
し
た
同
様
の
調
査
と
の
比
較

を
通
じ
て
、“
時
間
語
”
の
受

け
止
め
方
が
こ
の
20
年
で
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
探
っ

た
。

　【
調
査
結
果
の
要
約
】

　〈
時
（
と
き
）
に
関
す
る
言

葉
の
感
覚
〉

　
①
未
明
＝
０
時
54
分
～
３
時

06
分
、“
０
時
台
”
へ
全
体
的

に
前
倒
し

　
②
早
朝
＝
４
時
42
分
～
６
時

42
分
、
20
年
経
っ
て
も
ほ
ぼ
変

化
な
し

　
③
宵
の
口
＝
“
18
～
20
時
”

が
最
多
、
時
間
感
覚
は
大
き
く

分
散

　
④
真
夜
中
＝
23
時
18
分
～
２

時
00
分
、“
23
時
台
前
半
”
へ

シ
フ
ト

　
⑤
夜
更
か
し
＝
23
時
54
分
以

降
、“
０
時
以
降
”
か
ら
日
付

変
更
前
へ
前
倒
し

　
⑥
午
前
様
＝
３
時
48
分
以

降
、“
終
電
帰
宅
”
か
ら
“
始

発
時
間
帯
”
へ
、
20
代
は
平
均

５
時
48
分

　
⑦
朝
帰
り
＝
５
時
12
分
～
７

時
36
分
、“
始
発
～
通
勤
時
間

帯
前
後
”
が
現
代
感
覚

　
⑧
朝
イ
チ
＝
７
時
12
分
頃
、

20
年
前
よ
り
約
40
分
早
ま
り
、

20
代
は
“
６
時
台
”

　〈
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
の
時
間

の
長
さ
〉

　
①
小
一
時
間
＝
約
９
割
が

「
50
分
～
１
時
間
」、“
ほ
ぼ
１

時
間
”
感
覚
は
変
わ
ら
ず

　
②
（
残
業
で
）
ち
ょ
っ
と
遅

く
な
る
＝
約
１
時
間
20
分
、
20

年
前
よ
り
約
15
分
短
縮

　
③
（
電
話
で
）
少
々
お
待
ち

く
だ
さ
い
＝
「
30
秒
」
が
最
多
、

許
容
で
き
る
待
ち
時
間
は
や
や

拡
大

　
④
折
り
返
し
電
話
＝
「
10
分

後
」
が
最
多
も
、
30
分
～
１
時

間
待
て
る
人
が
増
加

　
⑤
す
ぐ
対
応
し
ま
す
＝
“
30

分
以
内
”
が
約
８
割
、
平
均
24

分
で
“
す
ぐ
”
に
も
余
白
が
生

ま
れ
る

分
、
20
年
前
よ
り
は
約
４
分
短

縮　
⑦
ち
ょ
っ
と
一
杯
＝
平
均
79

分
、
20
年
間
変
わ
ら
ず
“
１
時

間
超
”
文
化

　
⑧
近
い
う
ち
食
事
＝
「
1
カ

月
後
」
が
約
半
数
、「
実
際
に

は
し
な
い
」
も
２
割

　〈
生
活
シ
ー
ン
の
時
間
の
長

さ
〉

　
①
動
画
広
告
の
「
長
い
」
と

感
じ
る
時
間
＝
「
30
秒
」
が
境

界
線
、
20
代
・
40
代
は
「
15
秒
」

で
も
長
い

　
②LINE

の
返
信
が「
遅
い
」

と
感
じ
る
時
間
＝「
翌
日
ま
で
」

が
最
多
、“
当
日
中
～
翌
日
”

が
約
６
割

　
③
（
待
ち
合
わ
せ
で
）

「
ち
ょ
っ
と
遅
れ
る
」＝「
10
分
」

が
最
多
、
平
均
21
分

何
も
し
な
い
時
間
が
必
要
７
割

何
も
し
な
い
時
間
が
必
要
７
割

時の記念日アンケート 結果公表

網
谷
宮
司
（
左
か
ら
４
人
目
）
と

今
年
度
の
漏
刻
祭
奉
仕
者
た
ち

セ
イ
コ
ー

時
間
白
書

セ
イ
コ
ー

セ
イ
コ
ー

時
間
白
書

タ
イ
パ
と
Ａ
Ｉ

使
い
方
と
感
覚 ２０２６２０２６

タ
イ
パ
と
Ａ
Ｉ

使
い
方
と
感
覚

シ
チ
ズ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の

シ
チ
ズ
ン

シ
チ
ズ
ン

“
時
感
”
調
査

“
時
感
”
調
査

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の

網谷道弘
宮司挨拶

　
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
で

大
切
な
時
間
を
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
「
人
」
と
「
時

間
」
の
関
わ
り
で
徹
底
調

査
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
調
査
。
対
象
は
20
代
、
30

代
、
40
代
、
50
代
以
上
の
計

４
０
０
人
。

シ
チ
ズ
ン
実
施

意
識
調
査
と
は

つ
い
て
の
意

識
や
実
態
を

探
る
調
査
を

２
０
１
７
年
か
ら
実
施
し
、
毎

年
『
セ
イ
コ
ー
時
間
白
書
』
と

し
て
発
表
し
て
い
る
。「
人
そ

れ
ぞ
れ
の
豊
か
な
時
、
自
分
ら

し
い
時
間
の
過
ご
し
方
を
願

う
」
同
社
の
理
念
に
基
づ
き
、

今
回
は
、
タ
イ
パ
（
タ
イ
ム
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
と
Ａ
Ｉ
、
時

間
の
使
い
分
け
、
時
間
感
覚
の

３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
探
っ

た
。
ま
た
、今
回
「
時
間
白
書
」

感
覚
が
合
わ

な
い
経
験
あ

り
。80
・
８
％

具
体
的
な
時

間
や
時
刻
を

示
し
て
い
る

　
⑥
軽
く
打

ち
合
わ
せ
＝

平
均
時
間
19



第２５７４号 令和８年（２０２６年）６月２０日 （２）（第三種郵便物認可）

Ｊ
Ｊ
Ａ
第
15
回

通
常
総
会
を
開
催

【機密性２】

単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 52 113 217.3% 390 176 45.1%

ﾈｯｸﾚｽ 2,135 3,018 141.4% 4,736 7,120 150.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 738 733 99.3% 1,339 2,013 150.3%

その他 204 175 85.8% 431 432 100.2%

計 3,129 4,039 129.1% 6,896 9,741 141.3%

指輪 96 51 53.1% 194 115 59.3%

ﾈｯｸﾚｽ 10,669 11,569 108.4% 22,475 25,016 111.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 3,988 5,206 130.5% 7,966 10,088 126.6%

その他 5,755 5,529 96.1% 10,632 11,024 103.7%

計 20,508 22,355 109.0% 41,267 46,243 112.1%

指輪 0 0 － 0 0 －

ﾈｯｸﾚｽ 12 0 － 19 0 －

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 1,401 577 41.2% 3,364 2,073 61.6%

計 1,413 577 40.8% 3,383 2,073 61.3%

指輪 0 0 － 0 0 －

ﾈｯｸﾚｽ 24 112 466.7% 89 153 171.9%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 10 79 790.0% 31 100 322.6%

その他 0 0 － 0 0 －

計 34 191 561.8% 120 253 210.8%

指輪 148 164 110.8% 584 291 49.8%

ﾈｯｸﾚｽ 12,840 14,699 114.5% 27,319 32,289 118.2%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 4,736 6,018 127.1% 9,336 12,201 130.7%

その他 7,360 6,281 85.3% 14,427 13,529 93.8%

計 25,084 27,162 108.3% 51,666 58,310 112.9%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 0 0 － 123 46 37.4%

盃 230 439 190.9% 1,149 696 60.6%

バッジ 1,056 0 － 1,266 803 63.4%

その他 115 138 120.0% 826 528 63.9%

計 1,401 577 41.2% 3,364 2,073 61.6%

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和8年5月)

独立行政法人 造幣局

白金製品

金製品
(WG含む)

コンビ製品

合　計

銀製品

【機密性２】

単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 52 113 217.3% 390 176 45.1%

ﾈｯｸﾚｽ 2,135 3,018 141.4% 4,736 7,120 150.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 738 733 99.3% 1,339 2,013 150.3%

その他 204 175 85.8% 431 432 100.2%

計 3,129 4,039 129.1% 6,896 9,741 141.3%

指輪 96 51 53.1% 194 115 59.3%

ﾈｯｸﾚｽ 10,669 11,569 108.4% 22,475 25,016 111.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 3,988 5,206 130.5% 7,966 10,088 126.6%

その他 5,755 5,529 96.1% 10,632 11,024 103.7%

計 20,508 22,355 109.0% 41,267 46,243 112.1%

指輪 0 0 － 0 0 －

ﾈｯｸﾚｽ 12 0 － 19 0 －

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 1,401 577 41.2% 3,364 2,073 61.6%

計 1,413 577 40.8% 3,383 2,073 61.3%

指輪 0 0 － 0 0 －

ﾈｯｸﾚｽ 24 112 466.7% 89 153 171.9%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 10 79 790.0% 31 100 322.6%

その他 0 0 － 0 0 －

計 34 191 561.8% 120 253 210.8%

指輪 148 164 110.8% 584 291 49.8%

ﾈｯｸﾚｽ 12,840 14,699 114.5% 27,319 32,289 118.2%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 4,736 6,018 127.1% 9,336 12,201 130.7%

その他 7,360 6,281 85.3% 14,427 13,529 93.8%

計 25,084 27,162 108.3% 51,666 58,310 112.9%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 0 0 － 123 46 37.4%

盃 230 439 190.9% 1,149 696 60.6%

バッジ 1,056 0 － 1,266 803 63.4%

その他 115 138 120.0% 826 528 63.9%

計 1,401 577 41.2% 3,364 2,073 61.6%

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和8年5月)

独立行政法人 造幣局

白金製品

金製品
(WG含む)

コンビ製品

合　計

銀製品

　
☆
第
46
回
定
時
総
会

各
委
員
会
に
よ
る
２
０
２
５
年

度
活
動
報
告
・
２
０
２
６
年

度
活
動
計
画
、
監
査
に
よ
る

２
０
２
５
年
度
会
計
監
査
報

告
、
２
０
２
６
年
度
予
算
案
、

全
案
件
が
承
認
さ
れ
た
。 

　
＊ 

理
事
会
・
・
・
消
費
者

費
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と

に
つ
い
て
。 

　
＊ 

倫
理
委
員
会
・
・
・
直

近
の
消
費
者
問
題
等
に
つ
い

て
。 

　
＊ 

合
同
委
員
会
・
・
・
各

技
術
委
員
会
か
ら
の
目
合
わ
せ

用
サ
ン
プ
ル
石
の
展
示
。 

　
特
別
セ
ミ
ナ
ー
「
エ
メ
ラ
ル

ド
の
鑑
別
」
講
師
：
北
脇
裕
士

氏
（
中
央
宝
石
研
究
所
）。 

　
＊ 

総
会
の
日
程
に
合
わ
せ

て
、
上
記
の
委
員
会
が
行
わ
れ

た
。 

　
☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
委
員

会
（
西
京
邦
浩 

委
員
長
）

２
０
２
６
年
第
５
回 

 

　
①
２
０
２
６
年
度
第
１
回

目
の
グ
レ
ー
ド
調
整
を
開
始
し

た
。 

　
②JJA/AGL

認
定
マ
ス

タ
ー
ス
ト
ー
ン
の
使
用
範
囲
に

関
す
る
周
知
方
法
を
検
討
し

た
。 

　 

③
カ
ラ
ー
グ
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
時
の
観
察
方
向
に
つ
い
て
検

討
し
た
。 

 

　
④
他 

　
☆
色
石
委
員
会
（
古
屋
正
貴 

委
員
長
）
２
０
２
６
年
第
５
回 

　
①
デ
マ
ン
ト
イ
ド
・
ガ
ー

ネ
ッ
ト
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
記

述
に
つ
い
て
検
討
し
た
。 

　
②
ホ
ー
ス
テ
ー
ル
・
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
確
認
し

た
。 

　
②
少
量
の
鉛
ガ
ラ
ス
が
検
出

さ
れ
る
ル
ビ
ー
へ
の
対
応
を
確

認
し
た
。 

　
③
産
地
に
由
来
す
る
用
語
が

入
る
ト
レ
ー
ド
ネ
ー
ム
へ
の
対

応
を
検
討
す
る
。 

　
④
他 

　
☆
真
珠
委
員
会
（
渥
美
郁
男 

委
員
長
）
２
０
２
６
年
第
５
回 

　
①
無
調
色
真
珠
の
色
調
を
ホ

ワ
イ
ト
系
の
み
か
ら
、
グ
レ
ー

系
（
ブ
ル
ー
系
）・
イ
エ
ロ
ー

系
ま
で
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
を

検
討
す
る
。 

　
②
他 

 

　
☆
総
務
委
員
会
（
吉
澤
博

幸 

委
員
長
）
２
０
２
６
年
第

５
回 

 

　
①
原
器
運
用
委
員
会
の

AGL

か
ら
の
委
員
に
つ
い
て

全
委
員
を
再
任
し
、
同
委
員
会

に
届
け
出
た 

 

　
②
定
時
総
会
お
よ
び
合
同

委
員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確

認
し
た
。   

 

　
③AGL

内
の
資
格
検
定
制

度
の
素
案
を
作
成
中
で
あ
る
。 

 
　
④ 

他  

で
の
売
上
が
回
復
ペ
ー
ス
を
左

右
す
る
と
み
ら
れ
る
。

　
米
国
で
は
金
と
の
価
格
差
と

地
金
価
格
の
安
定
が
鍵
と
な

り
、
高
額
品
お
よ
び
ブ
ラ
イ
ダ

　《
２
０
２
６
年
見
通
し
》

　
２
０
２
６
年
に
向
け
て
、
同

社
は
各
市
場
で
異
な
る
見
通
し

を
提
示
し
て
い
る
。

　
日
本
は
安
定
的
に
推
移
す
る

と
見
込
ま
れ
、
日
常
購
買
に
支

え
ら
れ
た
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ

リ
ー
需
要
に
加
え
、
ブ
ラ
イ
ダ

ル
需
要
も
回
復
基
調
が
続
く
見

通
し
。

　
中
国
は
２
０
２
５
年
以
前
の

水
準
へ
と
正
常
化
が
見
込
ま

れ
、
２
０
２
６
年
に
お
け
る
小

売
の
販
売
消
化
、
在
庫
補
充
、

お
よ
び
主
要
な
購
買
シ
ー
ズ
ン

　
テ
ィ
ム
・
シ
ュ
リ
ッ
ク
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
、
２
０
２
５
年
の
市
場
環

境
と
２
０
２
６
年
の
展
望
に
つ

い
て
、
２
０
２
５
年
は
世
界
的

な
混
乱
に
よ
り
予
測
が
難
し

く
、
さ
ら
に
対
応
も
困
難
な
激

動
の
年
で
あ
っ
た
と
説
明
し

た
。

　
ま
た
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
が

２
０
２
５
年
に
直
面
し
た
２
つ

の
主
要
課
題
を
挙
げ
た
。
第
１

は
貴
金
属
価
格
で
、
過
去
最
高

水
準
の
金
価
格
が
来
店
客
数
の

減
少
を
招
き
、
特
に
中
国
と
イ

ン
ド
で
顕
著
な
影
響
が
見
ら
れ

た
。
ま
た
、
プ
ラ
チ
ナ
の
リ
ー

ス
レ
ー
ト
上
昇
に
よ
り
製
造

マ
ー
ジ
ン
が
圧
迫
さ
れ
た
。

　
第
２
は
米
国
政
府
に
よ
る
輸

入
関
税
で
、
不
透
明
な
政
策
環

境
と
相
ま
っ
て
世
界
的
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
輸
出
向
け
製
造
比

率
の
高
い
中
国
と
イ
ン
ド
で
そ

の
影
響
が
大
き
く
見
ら
れ
た
。

　
こ
う
し
た
逆
風
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ

リ
ー
は
２
０
２
５
年
に
す
べ

て
の
市
場
で
成
長
を
達
成
し
、

２
０
１
９
年
以
来
最
高
水
準
の

需
要
を
記
録
し
て
い
る
。「
大

き
な
課
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
全

市
場
で
成
長
し
、
２
０
１
９
年

以
来
最
高
の
需
要
水
準
を
達
成

し
た
。
世
界
が
大
き
く
揺
ら
ぐ

中
、
主
要
市
場
は
際
立
っ
た
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
示
し
ま
し
た
」

（
テ
ィ
ム
・
シ
ュ
リ
ッ
ク
）

　【
日
本
】
人
口
比
世
界
一
の

市
場
規
模
を
誇
る
国
で
、
プ
ラ

チ
ナ
は
高
い
水
準
か
ら
上
昇
を

続
け
る

　
一
人
当
た
り
の
プ
ラ
チ
ナ
・

ジ
ュ
エ
リ
ー
需
要
が
世
界
で
最

も
高
い
市
場
で
あ
る
日
本
で

は
、
２
０
２
５
年
に
は
プ
ラ
チ

ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
需
要
が

２
％
増
加
し
38
・
３
万
オ
ン
ス

（
11
・
９
ト
ン
）
を
記
録
し
た
。

小
売
数
量
ベ
ー
ス
で
の
シ
ェ
ア

も
28
％
に
拡
大
し
た
。
一
方

ゴ
ー
ル
ド
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
は

11
％
減
少
し
た
。
高
騰
す
る
金

価
格
を
背
景
に
ホ
ワ
イ
ト
ゴ
ー

ル
ド
か
ら
の
シ
ェ
ア
移
行
が
進

み
、
喜
平
チ
ェ
ー
ン
な
ど
重
量

感
の
あ
る
商
品
の
需
要
も
安
定

し
て
推
移
し
た
。
ま
た
若
い
新

富
裕
層
に
よ
る
自
己
購
入
も
拡

大
し
て
い
る
。
同
社
の
「
プ
ラ

チ
ナ
・
ウ
ー
マ
ン
」
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
度
重
な
る
価
格
上
昇

に
も
拘
ら
ず
、数
量
で
６
％
増
、

金
額
で
23
％
増
と
堅
調
な
成
長

を
記
録
し
た
。

　【
中
国
】
製
造
業
の
活
況
が

プ
ラ
チ
ナ
市
場
に
最
も
変
動
の

激
し
い
１
年
を
も
た
ら
す

　
中
国
の
２
０
２
５
年
プ
ラ
チ

ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
製
造
量
は
、

前
年
比
56
％
増
の
58
・
９
万

オ
ン
ス
（
18
・
３
ト
ン
）
と

２
０
２
２
年
以
来
最
も
強
い
年

と
な
り
っ
た
。
一
方
、
ゴ
ー
ル

ド
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
需
要
は

25
％
減
少
し
た
。
プ
ラ
チ
ナ
の

急
増
は
主
に
金
価
格
の
上
昇
に

よ
り
新
規
参
入
が
進
ん
だ
こ
と

に
よ
る
も
の
。
供
給
拡
大
が
先

行
し
、
消
費
者
向
け
販
売
は
比

較
的
穏
や
か
な
進
展
と
な
っ

た
が
、
小
売
で
は
７
％
の
成

長
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
５
２
０
（
愛
の
日
）
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
は
平
均
売
上
が

17
％
増
、JD.com

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
参
加
ブ
ラ
ン
ド
で

１
１
０
％
増
、
上
位
８
ブ
ラ
ン

ド
は
２
３
０
％
以
上
の
成
長
を

記
録
し
た
。

　【
米
国
】
世
界
最
大
の
高
級

品
市
場
に
お
い
て
、
プ
ラ
チ
ナ

は
引
き
続
き
同
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
上
回
る
実
績

を
維
持

　
２
０
２
５
年
の
北
米
プ
ラ
チ

ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
需
要
は
６
％

増
加
し
47
万
オ
ン
ス
（
14
・
６

ト
ン
）
と
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ジ
ュ

エ
リ
ー
の
10
％
減
少
と
は
対
照

的
な
結
果
と
な
っ
た
。
金
と
の

価
格
差
に
よ
り
ホ
ワ
イ
ト
ゴ
ー

ル
ド
か
ら
プ
ラ
チ
ナ
へ
の
転
換

が
進
ん
だ
。
米
国
ジ
ュ
エ
リ
ー

業
界
で
最
も
重
要
な
購
買
で

あ
る
婚
約
指
輪
に
お
い
て
は
、

60
％
以
上
の
消
費
者
が
ラ
ボ
グ

ロ
ウ
ン
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
選

択
し
て
お
り
、
貴
金
属
部
分
に

よ
り
多
く
の
支
出
を
振
り
分
け

る
機
会
が
増
加
し
て
い
る
。
高

級
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
数
量
・
金
額

と
も
に
増
加
し
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル

も
引
き
続
き
重
要
な
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　【
イ
ン
ド
】
プ
ラ
チ
ナ
需
要

の
伸
び
が
最
も
著
し
い
市
場
に

お
い
て
、
強
い
逆
風
に
も
か
か

わ
ら
ず
底
堅
さ
を
維
持

　
イ
ン
ド
で
は
、
プ
ラ
チ
ナ
製

造
量
は
前
年
比
４
％
増
の
28
万

オ
ン
ス（
８
・
７
ト
ン
）と
な
り
、

ゴ
ー
ル
ド
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
需

要
が
24
％
減
少
す
る
中
に
お
い

て
堅
調
さ
を
示
し
た
。
米
国
の

関
税
の
影
響
に
よ
り
成
長
率
は

鈍
化
し
た
も
の
の
、
国
内
需
要

ベ
ー
ス
で
は
10
〜
15
％
の
成
長

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
中

東
市
場
へ
の
展
開
も
進
み
、
著

し
い
需
要
増
が
見
ら
れ
た
。

　
一
般
社
団
法
人
日
本
ジ
ュ
エ

リ
ー
協
会
（
長
堀
慶
太
会
長
、

以
下
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
）
は
６
月
９
日

（
火
）
に
オ
ー
ラ
ム
（
東
京
都

台
東
区
）
に
て
「
第
15
回
通
常

総
会
」
を
開
催
し
た
。

　
通
常
総
会
後
の
記
者
会
見
に

て
、
山
口
純
広
報
部
会
長
が
通

常
総
会
に
お
け
る
決
算
報
告
、

事
業
報
告
の
詳
細
な
説
明
を

行
っ
た
。

　
続
い
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

司
会
は
Ｊ
Ｊ
Ａ
の
政
木
喜
仁
理

事
が
務
め
た
。
は
じ
め
に
長
堀

会
長
よ
り
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、

市
場
の
回
復
基
調
に
加
え
、
前

年
度
、
今
年
度
の
各
活
動
の
概

要
を
説
明
し
た
。
ま
た
11
月
に

山
梨
県
で
行
わ
れ
る
技
能
五
輪

全
国
大
会
貴
金
属
装
身
具
職
種

に
つ
い
て
、
開
催
実
現
へ
尽
力

し
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
議
員
連
盟
等

へ
の
感
謝
を
表
明
し
た
。

　
次
に
来
賓
挨
拶
が
行
わ
れ
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
議
員
連
盟
顧
問

の
山
東
昭
子
元
参
議
院
議
長
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
議
員
連
盟
の
野
田

聖
子
会
長
が
務
め
た
。
山
東
顧

問
は
同
懇
親
会
に
お
け
る
女
性

参
列
者
の
少
な
さ
を
訴
え
「
他

の
業
界
と
も
協
力
し
、
消
費
者

が
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
着
け
て
楽
し

む
機
会
が
増
え
る
よ
う
な
活
動

に
携
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
た
。
続
い
て
、
野
田
議
員
連

盟
会
長
も
山
東
顧
問
に
同
調

し
「
女
性
中
心
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
こ
の
場

に
お
い
て
華
や
か
さ
が
な
い
な

と
、
ま
さ
に
山
東
先
生
の
仰
る

通
り
だ
と
思
う
。
ま
ず
は
皆
さ

ん
自
ら
が
華
や
か
な
場
を
作
っ

て
、
手
本
を
見
せ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
、
女
性
参
画
率
の
向
上

を
促
し
た
。

　
こ
の
後
、
乾
杯
の
発
声
が

ジ
ュ
エ
リ
ー
議
員
連
盟
の
辻
清

人
事
務
局
長
よ
り
行
わ
れ
宴
席

へ
移
り
、
望
月
尚
Ｊ
Ｊ
Ａ
副
会

長
の
中
締
め
で
閉
会
し
た
。

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
タ
ウ
ン
お
か
ち

ま
ち
（
山
本
孝
広
会
長
）
は
５

月
28
日
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
タ
ウ
ン

お
か
ち
ま
ち
事
務
局
で
第
39
期

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
総
会
は
、
①
第
１
号
議
案 

令
和
７
年
度
事
業
報
告
に
関
す

る
件
（
宇
内
孝
行
総
務
部
長
）

②
第
２
号
議
案
令
和
７
年
度
収

支
決
算
報
告
、
同
監
査
報
告
に

関
す
る
件
（
三
浦
文
嗣
経
理
部

長
、
岩
城
泉
光
監
事
）
③
第
３

号
議
案
令
和
８
年
度
事
業
計
画

案
の
件
（
各
部
長
）
④
第
４
号

議
案
令
和
８
年
度
収
支
予
算
案

の
件
（
三
浦
文
嗣
経
理
部
長
）

が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案

と
も
賛
成
多
数
で
承
認
可
決
し

た
。

　
こ
の
後
山
本
会
長
か
ら
、
防

犯
カ
メ
ラ
特
別
協
賛
金
の
件
も

報
告
さ
れ
た
。

　
最
後
に
亀
山
卓
哉
副
会
長
の

閉
会
の
辞
で
総
会
は
終
了
と

な
っ
た
。 

　
東
京
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
エ
ク
ス

チ
ェ
ン
ジ
（
東
京
都
台
東
区
、

岩
崎
道
夫
理
事
長
）
は
、
６
月

４
日
に
Ｊ
Ｊ
Ａ
会
館
で
第
四
期

通
常
社
員
総
会
を
開
催
し
、
全

議
案
可
決
、
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
の
、
２
０
２
６
年
度

事
業
計
画
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
業
界
に
お
い
て
は
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
価
格
動
向
が
最
も
注

目
さ
れ
る
が
、
加
え
て
金
価
格

の
動
向
も
無
視
で
き
な
い
。
直

接
的
に
も
間
接
的
に
も
様
々
な

変
化
が
想
定
さ
れ
、
感
度
を
高

く
し
て
各
種
情
報
の
入
手
お
よ

び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
魅
力
発
信

に
注
力
し
て
い
き
た
い
―
―
と

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
役
員
の
選
任
で
は
、

以
下
の
通
り
、
役
員
が
再
任
さ

れ
た
。

　
▽
代
表
理
事(

理
事
長
）
＝

岩
崎
道
夫
▽
副
理
事
長
＝
明
智

正
一
▽
専
務
理
事
＝
加
藤
久
雄 

▽
常
務
理
事
＝
内
原
一
郎
、
小

山
藤
太
、
小
谷
進
、
政
木
喜
仁

▽
理
事
＝
伊
東
直
樹
、
ア
ト
ゥ

ル
ジ
ャ
ベ
リ
、
高
田
富
士
夫
、

藤
田
益
久
、
ニ
ラ
ム
ア
ラ
ウ

デ
ィ
ー
ン
、
中
尾
直
、
今
西
信

隆
、
松
山
治
彦
、
水
溪
哲
也
▽

監
事
＝
福
井
陸
雄
、鳴
川
芳
伸
。

Ｐ
Ｇ
Ｉ 

シ
ュ
リ
ッ
ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ

山
東
昭
子
氏

総
会
後
の
記
者
会
見

総会後のＪＴＯの役員

野
田
聖
子
氏

辻
清
人
氏

長堀会長が挨拶

「もっと女性参画率の向上を」ＰＧＩ「ＰJＢＲ２０２６」をオンラインで発表

プラチナ・ジュエリー今年のテーマは

ダイヤの魅力発信に注力

全議案を承認可決

レジリエンス（回復力）の１年レジリエンス（回復力）の１年

山東昭子　、野田聖子　が促す氏 氏

今
年
度
の
活
動
概
要
を
説
明

主
要
市
場
に
お
け
る
２
０
２
５
年
の
プ
ラ
チ
ナ
・

ジ
ュ
エ
リ
ー
需
要
は
世
界
的
混
乱
の
中
で
も
堅
調

　プラチナ・ギルド・インターナショナル（ＰＧＩ）は、６月に「プラ
チナ・ジュエリー・ビジネス・レビュー（PJBR）2026」をオンライン
で発表した。今年のテーマは「レジリエンスの１年」。同レビューでは、
２０２５年の主要市場におけるプラチナ・ジュエリー需要と２０２６年
の見通しを示し、同年は回復力を意味する「レジリエンス」という言葉
が最もふさわしい、極めて好調な年であったと総括している。

日
本
は
安
定
的
に
推
移 

米
国
、イ
ン
ド
も
堅
調

中
国
25
年
以
前
の
水
準
に
回
復
、
欧
州
も
拡
大

ＴＤＥ通常社員総会
Ｊ
Ｔ
Ｏ
39
期
通
常
総
会

Ａ
Ｇ
Ｌ
５
月
の
活
動
報
告

長
堀

会
長

ル
は
堅
調
に
推
移
す
る
見
通
し

で
、
ホ
ワ
イ
ト
ゴ
ー
ル
ド
か
ら

プ
ラ
チ
ナ
へ
の
転
換
も
引
き
続

き
進
む
と
み
ら
れ
る
。

　
イ
ン
ド
は
地
政
学
的
課
題
の

中
で
も
堅
調
を
維
持
す
る
見
通

し
。
欧
州
で
は
ゴ
ー
ル
ド
の
低

純
度
化
へ
の
シ
フ
ト
と
と
も

に
、
プ
ラ
チ
ナ
の
シ
ェ
ア
拡
大

が
期
待
さ
れ
る
。

役
員
は
再
任

26
年
度
事
業
計
画
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１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
会
場
で
は
プ

ロ
が
ス
タ
ー
ト
前
に
ア
イ
ア
ン

２
本
を
持
っ
て
素
振
り
す
る
シ

ー
ン
を
見
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
２
本
分
が
持
つ
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
上
体
を
大
き

く
動
か
す
こ
と
が
で
き
、
手
先

や
腕
な
ど
の
余
計
な
動
き
を
排

除
す
る
の
に
役
立
つ
か
ら
で

す
。

　
さ
ら
に
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ
で

は
理
想
と
す
る
ト
ッ
プ
位
置
に

ク
ラ
ブ
が
自
然
と
納
ま
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
ア
マ
チ
ュ
ア
は
ト
ッ

プ
の
納
ま
り
が
い
つ
も
悪
く
、

不
安
定
で
す
。

　
「
ト
ッ
プ
が
浅
い
」
と
指
摘

さ
れ
る
と
、
手
先
で
勢
い
よ
く

ク
ラ
ブ
を
大
き
く
振
り
上
げ
る

だ
け
で
左
肩
の
入
り
が
浅
く
、

ト
ッ
プ
で
は
シ
ャ
フ
ト
が
飛
球

線
と
ク
ロ
ス
し
た
り
、
必
要
以

上
に
オ
ー
バ
ー
ス
イ
ン
グ
に
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
が
振
り
遅
れ
に
よ
る
ス

ラ
イ
ス
、
引
っ
掛
け
、
ダ
フ

リ
、
ト
ッ
プ
と
い
う
、
あ
ら
ゆ

る
ミ
ス
を
引
き
起
こ
す
の
で

す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ト
ッ
プ
に

『
ク
ラ
ブ
２
本
素
振
り
』

効
果
を
よ
り
高
め
る
に
は

は
「
腕
の
余
り
」
が
あ
っ
て
、

ク
ラ
ブ
と
腕
に
一
体
感
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
プ
ロ
は
ス
イ
ン
グ
軸
に
一
番

近
い
部
分
（
両
肩
）
か
ら
、
ひ

じ
、
手
首
と
動
か
す
こ
と
で
ヘ

ッ
ド
が
徐
々
に
加
速
し
て
い
き

深
く
て
大
き
な
ト
ッ
プ

を
つ
く
り
ま
す
。
決
し

て
手
先
で
ク
ラ
ブ
を
振

り
上
げ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
上
体
を
ゆ
っ
く

り
、
し
か
も
フ
ル
に
つ

か
っ
て
テ
ー
ク
バ
ッ
ク

を
し
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ク
ラ
ブ
２

本
素
振
り
が
、
ア
マ
チ

ュ
ア
の
ト
ッ
プ
改
善
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。
ク

ラ
ブ
２
本
分
の
重
さ
が

あ
る
と
手
先
で
軽
々
と

テ
ー
ク
バ
ッ
ク
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
始
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
は
体
と
ク
ラ
ブ
と
を

果
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の

が
、
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
“
真

逆
ス
イ
ン
グ
”
で
す
。

　
２
本
素
振
り
10
回
の
後
に
、

ク
ラ
ブ
１
本
だ
け
で
、
そ
れ
も

ヘ
ッ
ド
側
を
持
っ
て
今
度
は
極

力
軽
い
状
態
で
10
回
素
振
り
し

ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
風
切
り
音
を
体
験

で
き
、
ヘ
ッ
ド
ス
ピ
ー
ド
の
加

速
感
が
わ
か
り
、
ど
の
番
手
で

も
飛
距
離
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
２
本
素
振
り
の
重
い
フ
ィ
ー

リ
ン
グ
を
体
に
覚
え
込
ま
せ
た

ま
ま
本
チ
ャ
ン
に
入
る
と
、
体

づ
か
い
は
ゆ
っ
く
り
で
も
ク
ラ

ブ
が
速
く
動
い
て
し
ま
っ
て
、

切
り
返
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
取

り
づ
ら
い
。

　
そ
こ
で
重
い
ク
ラ
ブ
２
本
を

振
っ
た
後
に
、
ク
ラ
ブ
１
本
を

逆
さ
に
持
っ
て
素
振
り
を
す
る

こ
と
で
、
ス
イ
ン
グ
の
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
る
の
で
す
。

　
２
本
で
素
振
り
10
回
、
１
本

で
逆
さ
素
振
り
10
回
の
１
セ
ッ

ト
を
３
回
繰
り
返
す
こ
と
で
、

イ
ン
パ
ク
ト
前
後
の
加
速
感
を

体
感
で
き
、
よ
り
力
強
い
ボ
ー

ル
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
試
し
て
く
だ
さ
い
。

その後に〝真逆〟スイングを
同
調
さ
せ
な
け
れ
ば
ス
ム
ー
ズ

に
上
が
り
ま
せ
ん
。
ま
た
グ
リ

ッ
プ
２
本
分
を
持
つ
わ
け
で
す

か
ら
、
手
首
の
使
い
過
ぎ
も
防

止
で
き
ま
す
。

　
当
然
ス
ト
レ
ッ
チ
効
果
も
望

め
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
２
本
素
振
り
効

重
な
勝
ち
点
１
を
獲
得
し
、

グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
突
破
に
向

け
て
好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

と
い
え
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
サ
ッ
カ
ー

は
ゴ
ー
ル
が
な
か
な
か
決
ま

ら
ず
試
合
が
膠
着
状
態
に
な

る
事
が
多
い
。
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
組
み
合
わ
せ
に
な

る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
入

れ
ば
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
ス
ピ
ー

ド
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
が
拮
抗
す

る
だ
け
に
な
お
さ
ら
だ
。

　
か
つ
て
米
国
で
は
ゴ
ー
ル

枠
を
大
き
く
す
る
サ
イ
ズ
変

更
を
真
剣
に
検
討
し
た
こ
と

が
あ
る
。
大
量
得
点
に
熱
狂

試合のスピードアップへ
今回からルール大変革

す
る
国
民
性
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
も
得
点
チ
ャ
ン

ス
を
広
げ
て
試
合
を
盛
り
上

げ
る
シ
ス
テ
ム
を
す
で
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　
２
０
１
８
年
ロ
シ
ア
大
会

か
ら
導
入
し
た
Ｖ
Ａ
Ｒ
（
ビ

デ
オ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
レ

フ
ェ
リ
ー
）
が
そ
う
だ
。

　
実
際
、
ロ
シ
ア
大
会
で
は

Ｖ
Ａ
Ｒ
で
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
に

よ
る
ゴ
ー
ル
数
が
増
え
た
。

　
決
勝
ま
で
の
全
64
試
合
で

１
６
９
点
。
そ
の
中
で
セ
ッ

ト
プ
レ
ー
か
ら
の
ゴ
ー
ル
は

73
点
（
総
得
点
の
43
％
）
と

過
去
最
多
を
記
録
し
て
い

る
。

　
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
か
ら
の
ゴ

ー
ル
増
加
は
、
審
判
団
が
見

抜
け
な
か
っ
た
フ
ァ
ー
ル
を

Ｖ
Ａ
Ｒ
が
映
像
で
チ
ェ
ッ
ク

し
た
か
ら
だ
。
フ
ラ
ン
ス
と

ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
決
勝
戦
で

も
フ
ラ
ン
ス
に
Ｐ
Ｋ
が
与
え

ら
れ
、
勝
敗
の
行
方
を
大
き

く
左
右
し
た
。

　
昔
は
審
判
を
欺
く
目
的

で
、
フ
ァ
ウ
ル
を
受
け
た
よ

う
に
振
る
舞
う
、
あ
る
い
は

ケ
ガ
を
装
う
行
為
（
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
が
ト
ッ
プ
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
条
件
の
一
つ
だ

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し

今
で
は
疑
わ
し
い
行
為
が
即

座
に
映
像
で
解
析
で
き
る
た

め
、
マ
ラ
ド
ー
ナ
の
“
神
の

手
”
と
い
う
世
紀
の
ア
ク
シ

デ
ン
ト
も
な
く
な
る
。

　
そ
し
て
出
場
チ
ー
ム
が
32

カ
国
か
ら
48
カ
国
に
増
え
た

こ
と
に
よ
り
、
今
大
会
か
ら

は
選
手
に
よ
る
遅
延
行
為
を

厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ル
ー

ル
が
始
ま
る
。

　
ス
ロ
ー
イ
ン
・
ゴ
ー
ル
キ

ッ
ク
の
「
５
秒
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
」
、
交
代
選
手
の
「
10

秒
退
出
ル
ー
ル
」
、
負
傷
選

手
治
療
後
「
60
秒
間
ピ
ッ
チ

外
待
機
」
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ

ー
の
「
８
秒
ル
ー
ル
」
な
ど

ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
よ
り
厳
格
化

さ
れ
る
。
２
０
２
２
年
カ
タ

ー
ル
大
会
で
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ

ル
タ
イ
プ
が
増
え
て
試
合
時

間
が
長
く
な
る
傾
向
が
見
ら

れ
、
試
合
を
迅
速
に
進
め
る

目
的
だ
。

　
ま
た
前
半
と
後
半
に
そ
れ

ぞ
れ
３
分
間
の
給
水
タ
イ
ム

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
選
手
の
健
康
管
理
と
ゲ

ー
ム
展
開
が
よ
り
ス
リ
リ
ン

グ
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　
サ
ッ
カ
ー
は
前
後
半
90
分

間
の
戦
い
だ
が
、
コ
ン
マ
１

秒
単
位
で
刻
ま
れ
る
瞬
間
を

制
し
た
チ
ー
ム
に
勝
利
が
持

た
さ
れ
る
の
だ
。
（
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
タ
ー
・
三
山
典
央
）

　
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
北
中
米
大

会
は
連
日
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
日
本
代
表
は
15
日
（
日
本

時
間
）
に
行
わ
れ
た
強
国
オ

ラ
ン
ダ
と
の
初
戦
を
粘
り
強

く
２
ー
２
で
引
き
分
け
、
貴選

手
の
遅
延
行
為
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
厳
格
化

☎

●工具・材料・テキスト代について
★各コースで使用するテキスト､工具類は必ずご用意ください。
★学院より必要なテキスト･工具の一覧表をお送りしますので、
  指定期日までにお買上げいただくものにチェックをして郵送
  又はメール、ＦＡＸにてお送りください。
★工具代は当日受付にてお支払いください(事前にお支払いいた
  だくことも可能です)。
★工具･材料費は全て購入する場合の価格です｡既にお持ちのもの
  がある場合は､購入する必要はありません｡なお､工具代､材料費
　は概算ですので物価の変動により多少前後する場合があります
  ので、ご了承ください。
★取り巻きセッティングには､レンタル工具があります。
　(先着５名様まで)レンタル料1,100円､材料費別

★工具申込表は必ず受講日の１週間前までにお送りください。

                講座名                            開講日

講座番号

講座番号

ご住所

ＴＥＬ

講座番号

講座番号

氏   名
ふりがな

講座名

講座名

講座名

講座名

〒

会社名 申込区分

●時間
AM10:30～PM4:00(途中休憩1時間､人数によって延長あり､一部13:00～)

●定員
各コース4～12名(各日程の2日前まで受付)※3名以下の場合は開講しません

●申込方法
学院のホームページ(https://www.jj-craft.com/)をご覧いただき､セミナ
ーのページよりお申し込みください｡
または以下の申込書を切り取り必要事項を記入の上､郵便・FAXにてお送り
いただくか､学院受付にご持参ください｡

●割引特典
★２講座以上受講される場合は「複数講座特典」として、それぞれ
  の受講料が10％割引となります。
★同一企業で２名以上受講される場合は「法人特典」として、それ
  ぞれの受講料が10％割引となります。
※「複数講座特典」と「法人特典」の重複適用はありません。

●受講料のお振込み
受講料は事前にお振込みください｡受講料の入金と同時に受付となります｡
オンラインお申し込みの場合はクレジットカード決済もできます。

  銀行振込：三井住友銀行 上野支店
  □座番号：普通預金・7955548  日本宝飾クラフト学院

尚、一旦納入された受講料はご返金できません｡キャンセルされた場合は次
回へ繰越しとさせて頂きます。キャンセルの場合は前日までにご連絡くだ
さい。当日のキャンセルは繰越しできません。
規定人数が集まらなかった場合や天災や講師の急病等によりやむを得ず講
座が中止になった場合には、納入済みの受講料・工具代等はすべてご返金
致します。
ただし、交通費・宿泊費等の個人負担の費用保障はできませんのでご容赦
ください。

東京本校 〒110-0016 東京都台東区台東3-13-10
横浜校    〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町1-7-19マルコシビル
名古屋校 〒460-0008 名古屋市中区栄2-9-8クリエイトセンター伏見ビル２Ｆ

ＦＡＸ メール

取り巻きセッティング（爪留） 7月23日（木）

アートクレイシルバー ガラスと銀の葉ペンダント 7月24日（金）

楽しい宝石鑑別実技 7月25日（土）

ダイヤモンド・グレーディング 7月27日（月）28日（火）

1日でわかる「宝石学入門」　 7月29日（水）

3DCAD（3DESIGN） 7月29日（水）

インチジオーネと実際 7月29日（水）30日（木）

ジュエリーデザイン画 入門 7月29日（水）30日（木）

カラーストーン・グレーディング 7月30日（木）

伝統彫金の「煮上げ着色」 7月30日（木）

アンティークジュエリーのたのしみ 7月31日（金）

エタニティリング(ハーフ)を作ろう 7月31日（金）

基礎からわかる買取入門 8月1日（土）

手づくりチェーン 8月1日（土）

みつろう＆レースジュエリー 8月3日（月）

アルミの色上げ 8月3日（月）

カラーダイヤモンドを極める 8月4日（火）

粒金（グラニュレーション） 8月4日（火）5日（水）

パール糸替え　初級コース 8月4日（火）

パール糸替え　応用コース 8月5日（水）

ワックスで作る簡単ペンダント 8月5日（水）

インカッサトゥーラ（石留） 8月5日（水）6日（木）

銅製鍛造スプーンに錫引き加工 8月6日（木）7日（金）

ミルタガネ作りとミル打ち  8月7日（金）

3DCAD(Autodesk Fusion) 8月7日（金）

銅と真鍮の加工法　緋銅 8月8日（土）

日本のジュエリー〈江戸‐昭和初期〉 8月8日（土）

以下横浜校開講講座

初めて作る宝石入りリング 8月10日（月）

以下名古屋校開講講座

インチジオーネ（洋彫り） 7月27日（月）28日（火）

金銀プラチナの専門知識 7月30日（木）

NEW

NEW

NEW

NEW

2026

　
第
１
号
議
案 

所
管
事
項
の
協
議

及
び
報
告
の
件

　
１
．
薮
下
理
事
長
あ
い
さ
つ
並
び

に
月
次
報
告
、
他

　
台
風
６
号
の
影
響
に
よ
り
、
悪
天

候
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
皆
様
に

ご
参
集
戴
い
た
こ
と
に
謝
辞
を
述
べ

た
後
、
下
記
５
項
目
に
つ
い
て
報
告

（
説
明
）
し
た
。

　
①
脱
退
組
合
員
の
持
分
譲
渡
に
つ

い
て

　
今
期
末
を
以
っ
て
㈱
ク
リ
ア
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
（
㈱
地
球
眼
鏡
代
表
小
松
浩

一
氏
）が
当
組
合
を
脱
退
さ
れ
る
が
、

持
分
譲
渡
に
つ
い
て
の
意
思
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
当
組
合
と
の
清
算
を

希
望
さ
れ
た
の
で
、
今
回
は
、
そ
の

よ
う
な
か
た
ち
で
今
後
事
務
処
理
を

進
め
て
い
く
旨
説
明
し
た
。

　
②
第
74
回
東
京
都
中
小
企
業
団
体

中
央
会
通
常
総
会
に
つ
い
て

　
５
月
28
日
（
木
曜
日
）
千
代
田
区

外
神
田
「
秋
葉
原
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
」
に
於
い
て
執
り
行
わ
れ
た

第
74
回
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
通
常
総
会
は
、
諸
事
情
に
よ
り
欠

席
し
た
旨
報
告
し
た
。

　
③
第
75
回
日
本
眼
鏡
卸
組
合
連
合

会
通
常
総
会
に
つ
い
て

　
５
月
27
日
（
水
曜
日
）
福
井
県
眼

鏡
卸
商
協
同
組
合
設
営
の
も
と
、
Ｗ

ｅ
ｂ
形
式
に
於
い
て
７
人
（
福
井
＝

宮
本
理
事
長
・
伊
藤
専
務
理
事
、
大

阪
＝
開
髙
理
事
長
・
新
居
事
務
局

員
、
東
京
＝
薮
下
理
事
長
・
平
田
副

理
事
長
・
髙
津
事
務
局
長
）
出
席
の

も
と
、
第
１
部
の
通
常
総
会
は
東
京

組
合
が
、
第
２
部
の
全
国
大
会
は
福

井
組
合
が
進
行
し
て
執
り
行
わ
れ
た

旨
報
告
し
た
。

　
尚
、
輪
番
に
よ
り
令
和
８
年
度
当

番
組
合
に
は
福
井
組
合
が
、
次
期
会

長
に
は
同
組
合
宮
本
理
事
長
が
就
任

し
た
旨
あ
わ
せ
て
報
告
し
た
。

　
④
第
２
回
Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案
作
成
委
員

会
に
つ
い
て

　
５
月
22
日
（
金
曜
日
）
福
井
県
鯖

江
市
「
め
が
ね
会
館
」
に
於
い
て
第

２
回
Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案
作
成
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
当
組
合
か
ら
は
、
薮
下
理

事
長
が
Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で
出
席
し
た
旨

報
告
し
た
。

　
⑤
第
24
回
東
京
時
計
産
業
連
盟
定

時
総
会 

記
念
講
演
及
び
記
念
講
演

会
後
の
懇
親
会
に
つ
い
て
、
他

　
２
．
東
京
時
計
宝
飾
眼
鏡
卸
組
合

連
合
会
令
和
７
年
度
総
会
及
び
５
月

役
員
会
の
報
告
（
齊
藤
常
務
理
事
）

　
５
月
25
日
（
月
曜
日
）
台
東
区
上

野
「
上
野 

太
昌
園
別
館
」
に
於
い

て
執
り
行
わ
れ
た
東
京
時
計
宝
飾
眼

鏡
卸
組
合
連
合
会 

令
和
７
年
度
総

会
及
び
５
月
役
員
会
報
告
。

　
３
．
第
79
回
東
京
眼
鏡
販
売
店
協

同
組
合
通
常
総
会
後
の
懇
親
会
の
報

告
（
本
谷
副
理
事
長
）

　
５
月
12
日
（
火
曜
日
）
新
宿
区
西

新
宿
「
ホ
テ
ル
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
新

宿
」
に
於
い
て
執
り
行
わ
れ
た
第
79

回
東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同
組
合
通
常

総
会
後
の
懇
親
会
は
、
薮
下
理
事
長

所
用
の
た
め
、
代
わ
っ
て
出
席
し
た

旨
報
告
し
た
。

　
４
．
令
和
８
年
度
組
合
懇
親
旅
行

会
（
夏
）
の
件
（
本
谷
副
理
事
長
）

　
明
後
日
（
６
月
５
日
（
金
曜
日
））

よ
り
１
泊
２
日
の
日
程
で
、
神
奈
川

県
箱
根
湯
本
温
泉
「
ホ
テ
ル
南
風

荘
」
に
於
い
て
12
人
参
加
の
も
と
実

施
す
る
令
和
８
年
度
組
合
懇
親
旅
行

会
（
夏
）
実
施
要
領
細
部
に
わ
た
り

説
明
し
た
。

　
５
．
教
育
情
報
部
か
ら
の
ご
案
内

（
本
谷
副
理
事
長
）

　
過
去
１
カ
月
に
わ
た
り
収
集
さ
れ

た
眼
鏡
関
連
記
事
な
ど
を
提
示
し
て

説
明
し
た
。

　
公
益
社
団
法
人
日
本
眼
鏡

技
術
者
協
会
（
木
方
伸
一
郎

会
長
）
は
、
２
０
２
６
年
度

眼
鏡
作
製
技
能
検
定
（
学
科

試
験
）
で
初
め
て
導
入
し
た 

CBT

（Com
puter Based 

Testing

）
方
式 

の
受
検
状

況
を
取
り
ま
と
め
た
。 

総
受

検
申
込
者
数
は
２
４
１
６ 

人

（
１ 

級
：
４
６
３
人
、
２ 

級
：

１
９
５
３
人
） 

と
な
り
、
初
年

度
と
し
て
十
分
な
規
模
を
確
保

し
た
。 

　
■ CBT 

導
入
に
よ
る
主
な

成
果 

　
１
． 

地
方
で
の
受
検
が
大

幅
に
増
加 

　
全
国
の
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で

受
検
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、

従
来
は
受
検
が
難
し
か
っ
た
地

域
で
受
検
者
が
増
加
。
北
海
道

１
０
９
人
、
福
島
39
人
、
九
州
・

沖
縄
で
は
計
１
７
６
人
（
沖
縄

55
人
な
ど
）
と
、
地
域
格
差
の

是
正
に
寄
与
し
た
。 

　
２
．
都
市
部
の
受
検
者
は
依

然
多
い
が
、
偏
在
は
縮
小 

　
東
京
３
１
２
人
、
神
奈
川

１
９
６
人
、
大
阪
１
７
６
人
な

ど
都
市
部
が
中
心
で
あ
る
も
の

の
、
地
方
の
伸
び
に
よ
り
地
理

的
偏
り
は
緩
和
さ
れ
た
。 

　
３
．
１
級
受
検
者
は
都
市
部

に
集
中 

　
１
級
受
検
者
４
６
３
人
の
う

ち
、
東
京
64
人
、
大
阪
37
人
、

愛
知
34
人
な
ど
、
従
来
傾
向
が

継
続
。 

　
■ CBT 

導
入
の
効
果
（
ま

と
め
） 

　•  

地
方
で
の
受
検
機
会
が

改
善 

　•  

受
検
者
の
地
理
的
偏
り

が
緩
和 

　•  

総
受
検
者
数
の
底
上
げ

に
寄
与 

　•  

移
動
負
担
の
軽
減
に
よ

り
受
検
し
や
す
い
環
境
を
実
現 

　
■ 

今
後
の
取
り
組
み 

　
同
協
会
は
、CBT

方
式
の

さ
ら
な
る
普
及
と
受
検
環
境
の

改
善
を
通
じ
て
、
受
検
者
の
利

便
性
向
上
と
地
域
格
差
の
是
正

を
引
き
続
い
て
推
進
し
て
い

く
。

　【
眼
鏡
記
者
会
共
同
】
静
岡

県
眼
鏡
商
業
協
同
組
合
（
佐
藤

正
次
理
事
長
）
の
第
66
期
通
常

総
会
は
６
月
３
日
、
静
岡
市
の

静
岡
商
工
会
議
所
で
開
か
れ
、

２
０
２
５
年
度
事
業
報
告
お
よ

び
収
支
決
算
、
２
０
２
６
年
度

事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど
７
議

案
を
審
議
、
原
案
で
承
認
し

た
。
今
回
は
、
台
風
に
よ
る
交

通
機
関
の
乱
れ
影
響
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加

者
も
あ
っ
た
。
Ｈ
Ｏ
Ｙ

Ａ
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
カ
ン

パ
ニ
ー
に
よ
る
記
念
講

演
「
ミ
ヨ
ス
マ
ー
ト
に

つ
い
て
」が
行
わ
れ
た
。

　
総
会
は
午
後
３
時
30

分
、
司
会
の
春
田
哲
也

氏
が「
組
合
員
37
人
中
、

本
人
出
席
13
人
、
委
任

状
11
通
で
総
会
は
成
立

す
る
」と
開
会
を
宣
言
。

さ
ら
に
理
事
13
人
中
10

人
が
出
席
し
た
こ
と
も

報
告
し
た
。

　
続
い
て
、
佐
藤
理
事

長
が
組
合
員
、
賛
助
会

員
の
日
頃
の
協
力
に
対

し
て
謝
意
を
表
し
た
あ

と
「
私
も
メ
ガ
ネ
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
40
年
以
上
に
な
っ
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
、
数
々
の
震
災
、

紛
争
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
最
近

の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
に
至
る

ま
で
世
の
中
は
大
き
く
変
わ
っ

た
。
昔
の
メ
ガ
ネ
業
界
の
繁
栄

を
知
る
者
と
し
て
は
、
お
世
辞

に
も
景
気
は
良
く
な
っ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
そ
ん
な
時
代

に
お
店
や
組
合
を
存
続
さ
せ
て

い
く
の
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
。
い
つ
で
も
ス
マ
ホ
を

持
ち
歩
き
、
仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー

も
ス
マ
ホ
で
完
結
、
気
に
な
る

物
が
あ
れ
ば
写
真
を
撮
っ
て
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
す
ぐ
配
信
し
て
い
る
最

近
の
若
者
を
見
る
と
、
自
分
は

時
代
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
て
い

る
と
強
く
感
じ
て
し
ま
う
。
バ

ブ
ル
時
代
な
ど
知
ら
な
い
若
者

は
、
今
の
時
代
に
ち
ゃ
ん
と
順

応
し
て
い
る
。
経
営
も
運
営
も

若
者
に
教
え
て
も
ら
わ
な
い
と

存
続
は
不
可
能
の
よ
う
に
さ
え

思
わ
れ
る
。
時
代
の
流
れ
に
う

ま
く
乗
れ
る
よ
う
、
試
行
錯
誤

し
つ
つ
静
岡
県
眼
鏡
商
業
協
同

組
合
の
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
今
年
度
も
皆
様

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
次
に
春
名
直
樹
氏
を
議
長

に
選
出
し
審
議
に
入
っ
た
。

２
０
２
５
年
度
事
業
報
告
（
佐

藤
正
次
理
事
長
）
お
よ
び
収
支

決
算
報
告
（
大
脇
弘
一
理
事
）、

共
同
仕
入
部
会
事
業
報
告
（
大

橋
正
紀
理
事
）お
よ
び
監
査（
藤

原
幹
也
監
事
）
な
ど
に
つ
い
て

審
議
、
い
ず
れ
も
異
議
な
く
原

案
で
承
認
。
こ
の
う
ち
事
業
報

告
で
は
、ア
イ
バ
ン
ク
募
金（
約

３
万
円
）、メ
ガ
ネ
供
養
祭
（
袋

井
市
・
油
山
寺
）
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
主
な
新
年
度
事
業
計
画
は
、

共
同
仕
入
れ
事
業
の
見
直
し
並

び
に
推
進
、
県
眼
科
医
会
と
の

連
携
と
講
習
会
の
実
施
、
業
界

諸
団
体
へ
の
協
力
、
地
域
社
会

へ
の
奉
仕
活
動
、
組
合
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
講

習
会
等
の
実
施
、
販
促
事
業
の

実
施
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
、
会
員
拡
大
の
推
進
、
定

款
の
見
直
し
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど

を
利
用
し
た
リ
モ
ー
ト
講
習
会

の
研
究
な
ど
。

　
総
会
終
了
後
、
静
岡
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
の
祝
辞
が
あ

り
、
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア

カ
ン
パ
ニ
ー
中
部
エ
リ
ア
リ
ー

ダ
ー
朝
倉
亮
氏
を
講
師
に
迎
え

記
念
講
演
「
ミ
ヨ
ス
マ
ー
ト
に

つ
い
て
」
が
行
わ
れ
た
。
講
演

で
は
、
新
製
品
の
子
供
用
眼
鏡

レ
ン
ズ
・
ミ
ヨ
ス
マ
ー
ト
の
概

要
や
作
製
上
の
留
意
点
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
注
目

を
集
め
て
い
る
新
製
品
だ
け
に

一
同
熱
心
に
聴
講
し
た
。
講
演

終
了
後
、
会
場
を
移
し
て
懇
親

会
が
開
か
れ
た
。

　
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
で

は
、
毎
年
恒
例
の
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
（
夏
期
宝
飾
実
務
講
座
）

を
開
催
す
る
。
会
場
は
、
東
京

本
校
、
横
浜
校
、
名
古
屋
校
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
業
界
最
大
規
模
の

大
型
セ
ミ
ナ
ー
で
、
ジ
ュ
エ

リ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
制
作
技
術
、

宝
石
学
な
ど
専
門
技
術
別
に

様
々
な
講
座
が
あ
る
。
す
ぐ
に

仕
事
に
活
か
せ
る
技
術
や
知
識

が
短
期
間
（
１
～
２
日
）
で
習

得
で
き
る
。

　
東
京
本
校
の
新
講
座
は
、
イ

ン
カ
ッ
サ
ト
ゥ
ー
ラ
（
石
留
）、

銅
製
鍛
造
ス
プ
ー
ン
に
錫
引
き

加
工
、
ア
ー
ト
ク
レ
イ
シ
ル

バ
ー
の
ガ
ラ
ス
と
銀
の
葉
ペ
ン

ダ
ン
ト
。
名
古
屋
校
で
は
、
金

銀
プ
ラ
チ
ナ
の
専
門
知
識
を
新

規
に
開
講
す
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
受
講

申
し
込
み
は
６
月
１
日
か
ら
開

始
し
て
い
る
。

　
人
気
の
講
座
は
、
例
年
早
い

時
期
に
定
員
に
達
し
て
し
ま
う

の
で
、
希
望
者
は
早
め
に
申
し

込
む
と
よ
い
。

　
法
人
割
引
・
複
数
割
引
で
学

び
や
す
く

　
好
評
の
法
人
割
引
を
今
年
も

引
き
続
き
行
う
。
同
一
企
業
か

ら
２
人
以
上
受
講
の
場
合
に

は
、
受
講
料
が
10
％
割
引
と
な

る
。
ジ
ュ
エ
リ
ー
関
連
企
業
の

ス
タ
ッ
フ
の
研
修
な
ど
に
積
極

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
ま
た
、
１
人
で
複
数
の
講
座

を
申
し
込
む
と
受
講
料
が
10
％

引
き
に
な
る
複
数
割
引
制
度
も

実
施
し
て
い
る
。

　
受
講
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、
東
京
本
校
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
０
１
２
０-

３
３
８
８-

２
６
ま
で
。
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

は
、https://www.jj-craft.

com
/

「
ミ
ヨ
ス
マ
ー
ト
に

つ
い
て
」講
演
実
施

６月例会議事録

日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院 

７
月
23
日
か
ら

イ
ン
カ
ッ
サ
ト
ゥ
ー
ラ

（
石
留
）

第
66
期
総
会
の
様
子

Ｃ
Ｂ
Ｔ
導
入
で
地
方
受
検
拡
大

26
年
度
眼
鏡
作
製
技
能
検
定（
学
科
）

台風の影響受けオンライン参加者も

時代の流れに応じて活動展開
静岡県眼鏡協組第66期総会

東京眼鏡卸協同組合

26年度26年度 サマーセミナー開催サマーセミナー開催サマーセミナー開催

Ｗ
杯
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ブ
ラ
ッ
ク
＆
グ
リ
ー
ン
限
定
カ
ラ
ー

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
で
開
催

「
自
分
の
時
間
」を
見
つ
め
直
そ
う

「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

о
ｆ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
」受
賞

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
誕
生
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
屋
外
で
頑
張
る
す
べ
て
の
人
の
目
を

守
る
」社
会
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
一
億
総
サ
ン
グ
ラ
ス
計
画
』始
動

レ
ッ
ド
ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
最
高
賞

Exhibition 時 2026 
わたしのリズム、みんなの時間

高市首相が追加受賞
日本ジュエリーベストドレッサー賞 特別賞

〈グランドセイコー〉エボリューション９コレクション

50年の歩みと魅力体感

ペット用サングラスも発売

　
全
国
で
１
０
０
０
店
舗
以

上
の
「
眼
鏡
市
場
」
を
展
開

す
る
㈱
メ
ガ
ネ
ト
ッ
プ
（
静

岡
県
静
岡
市
、
冨
澤
昌
宏
代

表
取
締
役
社
長
）
は
、
６
月

３
日
（
水
）
に
東
京
・
赤
坂

イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
開
催
し
た
「
紫

外
線
対
策
事
業
戦
略
発
表

会
」
に
お
い
て
、
新
た
な
社

会
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
一
億
総
サ
ン
グ
ラ
ス
計
画
」

を
発
表
し
た
。

　
近
年
、
日
本
で
は
猛
暑
の

長
期
化
や
気
候
変
動
の
影
響

に
よ
り
、
紫
外
線
リ
ス
ク
が

高
ま
っ
て
い
る
。
同
社
が
５

月
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、
何

ら
か
の
紫
外
線
対
策
を
実
施
し

て
い
る
人
は
70
・
７
％
に
達
す

る
一
方
で
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
利

用
し
て
い
る
人
は
26
・
１
％
に

留
ま
り
、日
焼
け
止
め
や
帽
子
、

日
傘
は
普
及
し
て
い
る
一
方

で
、「
目
の
紫
外
線
対
策
」
は

依
然
と
し
て
十
分
に
浸
透
し
て

い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　
同
社
は
、
こ
の
状
況
を
“
目

の
健
康
に
関
す
る
社
会
課

題
”
と
捉
え
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
に
留

め
る
の
で
は
な
く
、
誰
も
が
日

常
的
に
取
り
入
れ
る
健
康
習
慣

へ
と
発
展
さ
せ
る
た
め
、「
一
億

総
サ
ン
グ
ラ
ス
計
画
」
を
始
動

さ
せ
た
。

　
発
表
会
に
は
、
眼
科
医
で
医

学
博
士
の
有
田
玲
子
先
生
が
登

壇
し
、「
近
年
は
紫
外
線
の
影

響
に
よ
る
“
目
の
不
調
”
を
訴

え
る
患
者
が
増
え
て
い
る
。
サ

ン
グ
ラ
ス
は
目
を
守
る
た
め
の

必
須
ア
イ
テ
ム
に
な
り
つ
つ
あ

る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
同
社
は
、
６
つ
の
領
域
で

「
一
億
総
サ
ン
グ
ラ
ス
計
画
」

に
取
り
組
む
。

　
①
商
品
展
開
：
度
付
き
サ
ン

グ
ラ
ス
用
レ
ン
ズ
の
Ｕ
Ｖ
カ
ッ

ト
領
域
を
４
０
０
㌨
㍍
ま
で

拡
大
し
、
裏
面
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト 

・

耐
熱
コ
ー
ト
を
搭
載
し
た
レ
ン

ズ
へ
価
格
変
更
せ
ず
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
し
た
。

　
②
法
人
向
け
窓
口
開
設
：
屋

外
で
働
く
人
々
の
目
を
守
る
た

め
、
建
設
、
物
流
、
観
光
、
警

備
、
農
業
な
ど
、
屋
外
業
務
に

従
事
す
る
方
々
に
向
け
、
機
能

と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
両
面
で
サ

ン
グ
ラ
ス
導
入
を
支
援
す
る
法

人
・
団
体
向
け
相
談
窓
口
を
開

設
す
る
。

　
③
高
野
連
認
証
ス
ポ
ー
ツ
サ

ン
グ
ラ
ス
発
売
：
国
内
メ
ガ
ネ

小
売
企
業
と
し
て
初
め
て
、
公

益
財
団
法
人
日
本
高
等
学
校
野

球
連
盟
の
規
定
を
満
た
し
た
ス

ポ
ー
ツ
サ
ン
グ
ラ
ス
を
発
売
。

紫
外
線
対
策
だ
け
で
な
く
、
曇

り
対
策
や
耐
久
性
に
も
配
慮

し
、
高
校
球
児
の
プ
レ
ー
環
境

向
上
を
目
指
す
。

　
④
ア
イ
ケ
ア
教
室
の
開
催
：

全
国
の
小
中
高
校
を
対
象
に
、

紫
外
線
と
目
の
健
康
に
つ
い
て

学
ぶ
体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
展
開
し
、児
童
・
生
徒
の
「
目

を
守
る
習
慣
づ
く
り
」
を
推
進

す
る
。

　
⑤
紫
外
線
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
：
高
機
能
レ
ン
ズ
「
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
Ｕ
Ｖ
ブ
ロ
ッ
ク
」
を

18
歳
以
下
の
方
を
対
象
に
半
額

提
供
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
未
来
を
担
う
世
代
の
目

の
健
康
を
支
援
す
る
。

　
・
期
間
：
６
月
４
日
（
木
）

～
８
月
31
日
（
月
）。
18
歳
以

下
の
方
で
、
眼
鏡
市
場
ア
プ
リ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る

方
。

　
⑥
ペ
ッ
ト
用
サ
ン
グ
ラ
ス

「W
ANGLASS

」
の
発
売
：

犬
の
目
の
健
康
を
守
る
た
め
、

眼
鏡
市
場
初
と
な
る
犬
用
サ
ン

グ
ラ
ス
を
開
発
し
た
。
調
光
レ

ン
ズ
や
犬
の
骨
格
に
合
わ
せ
た

設
計
の
フ
レ
ー
ム
を
採
用
し
、

人
間
だ
け
で
な
く
ペ
ッ
ト
の
目

の
健
康
に
も
取
り
組
む
。

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
（
東
京
都
西

東
京
市
、大
治
良
高
社
長
）
は
、

世
界
最
薄
１
・
00
㎜
の
光
発
電

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
搭
載
す
る

『
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ 

ワ
ン
』
に
、

５
気
圧
防
水
仕
様
の
新
作
が
登

場
し
た
。 

　
ブ
ラ
ッ
ク
＆
グ
リ
ー
ン
の
限

定
カ
ラ
ー
を
採
用
。 

繊
細
な

ヘ
ア
ラ
イ
ン
仕
上
げ
を
施
し
た

ブ
ラ
ッ
ク
の
ケ
ー
ス
＆
バ
ン
ド

に
、
フ
ォ
レ
ス
ト
グ
リ
ー
ン
ダ

イ
ヤ
ル
を
あ
わ
せ
た
シ
ッ
ク
な

仕
上
が
り
。 

　
ケ
ー
ス
上
部
の
４
つ
の
ネ
ジ

と
、
文
字
板
上
の
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
や
針
に
用
い
た
ピ
ン
ク
ゴ
ー

ル
ド
カ
ラ
ー
が
、
⼒
強
さ
の
中

に
洗
練
さ
れ
た
ア
ク
セ
ン
ト
を

演
出
。 

　
価
格
は
49
万
５
０
０
０
円

（
税
抜
価
格
45
万
円
）。
世
界
限

定
１
８
０
本
。
裏
ぶ
た
リ
ミ

テ
ッ
ド
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
ナ
ン

バ
ー
入
り
。

　
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
服
部
真
二
代

表
取
締
役
会
長
兼CEO

兼

CCO

）
の
〈
グ
ラ
ン
ド
セ
イ

コ
ー
〉
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

９
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ス
プ
リ
ン

グ
ド
ラ
イ
ブU.F.A. 

モ
デ

ル SLGB003 (

希
望
小
売
価

格
１
５
１
万
８
０
０
０
円(

税

込))

が
、２
０
２
６
年
度「
レ
ッ

ド
ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
賞
」
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
部
門
に

お
い
て
、
最
高
賞
「Best of 

the Best

」
を
受
賞
し
た
。

　《
審
査
委
員
に
よ
る
評
価
コ

メ
ン
ト
》

　「
日
本
の
美
意
識
に
根
ざ
し

た
こ
の
腕
時
計
は
、
ザ
ラ
ツ
研

磨
に
よ
る
鏡
面
仕
上
げ
と
ヘ

ア
ラ
イ
ン
仕
上
げ
の
交
錯
に

よ
っ
て
、
光
と
陰
の
バ
ラ
ン
ス

を
表
現
し
て
い
る
。
冬
の
森

か
ら
着
想
を
得
た
ダ
イ
ヤ
ル

は
、
層
を
成
し
て
詩
的
な
奥
行

き
を
生
み
出
し
、
搭
載
さ
れ
た

小
型
の
ス
プ
リ
ン
グ
ド
ラ
イ

ブ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
「
キ
ャ
リ

バ
ー9RB2

」
が
卓
越
し
た
精

度
を
実
現
し
た
。
こ
れ
ら
の

要
素
が
一
体
と
な
り
、
グ
ラ

ン
ド
セ
イ
コ
ー 

エ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
９
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

ス

プ
リ
ン
グ
ド
ラ
イ
ブ U.F.A. 

SLGB003

な
ら
で
は
の
、
洗

練
さ
れ
た
職
人
技
と
自
然
に
根

ざ
し
た
美
し
さ
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
」。

　
受
賞
作
の
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
セ

イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
塩
尻
事
業
所

に
あ
る
「
信
州 

時
の
匠
工
房
」

の
東
側
に
位
置
す
る
霧
ケ
峰
高

原
に
て
、
厳
し
い
冬
の
時
期
に

見
ら
れ
る
「
樹
氷
」
の
美
し
さ

か
ら
着
想
を
得
て
い
る
。
シ
ル

バ
ー
が
か
っ
た
ブ
ル
ー
の
ダ
イ

ヤ
ル
カ
ラ
ー
で
澄
ん
だ
空
気
に

包
ま
れ
た
樹
氷
を
表
現
し
、
そ

こ
に
ブ
ル
ー
ス
チ
ー
ル
の
秒
針

を
組
み
合
わ
せ
た
。
同
作
は
、

腕
時
計
と
し
て
の
使
い
や
す
さ

や
美
し
さ
を
追
求
し
た
独
自
の

デ
ザ
イ
ン
文
法
「
エ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
９
ス
タ
イ
ル
」
に
則
り

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、「
審
美
性
」

「
視
認
性
」「
装
着
性
」
の
全
て

に
お
い
て
洗
練
さ
れ
た
モ
デ
ル

で
。
ま
た
、
ザ
ラ
ツ
研
磨
に
よ

る
歪
み
の
な
い
鏡
面
仕
上
げ
と

繊
細
な
ヘ
ア
ラ
イ
ン
仕
上
げ
が

交
互
に
施
さ
れ
、
エ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
９
ス
タ
イ
ル
の
特
徴
で

あ
る
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
美
し

い
輝
き
を
放
つ
。

　７月３日 ( 金 ) ～５日 ( 日 ) に東京ビッグサイト南展示棟で開催される
「TOKYO JEWELRY FES '26 Summer」の中で開催される第 37 回日本
ジュエリーベストドレッサー賞の特別賞に高市早苗総理大臣の追加受賞が
決定した。

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都

西
東
京
市
、
大
治
良
高
社
長
）

は
、６
月
13
日（
土
）、14
日（
日
）

に
、
東
京
・
表
参
道
の
表
参
道

ヒ
ル
ズ
　
ス
ペ
ー
ス
オ
ー
で
、

「
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
」
誕
生
50

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。

　
同
社
は
、
１
９
７
６
年
に
世

界
で
初
め
て
ア
ナ
ロ
グ
式
光
発

電
の
腕
時
計
（
現
：
エ
コ
・
ド

ラ
イ
ブ
）
を
発
売
し
て
今
年
で

50
周
年
を
迎
え
た
。
太
陽
光
に

限
ら
ず
、
室
内
の
わ
ず
か
な
光

で
も
電
気
に
換
え
て
駆
動
す
る

シ
チ
ズ
ン
の
独
自
技
術「
エ
コ
・

ド
ラ
イ
ブ
」
は
、
時
計
の
未
来

と
可
能
性
を
切
り
ひ
ら
き
、
現

在
、
世
界
約
１
４
０
以
上
の
国

と
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
エ
コ
・

ド
ラ
イ
ブ
」
開
発
背
景
や
歴
史

を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
通
し
て
、

デ
ザ
イ
ン
と
技
術
の
歩
み
を
体

感
で
き
た
。
今
秋
発
売
予
定
の

エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
50
周
年
記

念
限
定
モ
デ
ル
「Eco-Drive 

PHOTON

」
を
は
じ
め
、
普

段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

ア
ー
カ
イ
ブ
の
展
示
も
行
わ
れ

て
い
た
。

　【
展
示
内
容
】

　
■
シ
チ
ズ
ン
が
長
年
取
り
組

ん
で
き
た
「
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
」

50
年
の
あ
ゆ
み
。

　
■
「
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
」
の

仕
組
み
を
楽
し
く
学
ぶ
空
間
。

　
■
今
秋
発
売
予
定
の
エ

コ
・
ド
ラ
イ
ブ
50
周
年
記
念

限
定
モ
デ
ル
「Eco-Drive 

PHOTON

」、
ア
ー
カ
イ
ブ

の
展
示
な
ど
。

　
セ
イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
服
部
真
二
代

表
取
締
役
会
長
兼
グ
ル
ー
プ

CEO

兼
グ
ル
ー
プCCO

）は
、

６
月
４
日
（
木
）
～
14
日
（
日
）

の
会
期
で
東
京
・
銀
座
の
：

SEIKO HOUSE 

６
階
で
企

画
展
「Exhibition 

時 2026 
わ
た
し
の
リ
ズ
ム
、
み
ん
な
の

時
間
」
を
開
催
し
た
。

　
会
場
で
は
、、「
時
の
文
化
」

「
現
代
の
時
間
感
覚
」
に
つ
い

て
歴
史
や
統
計
を
振
り
返
り
な

が
ら
追
う
と
と
も
に
、
い
く
つ

か
の
体
験
を
通
じ
て
、「
み
ん

な
の
時
間
」
や
「
時
計
が
示
す

時
間
」
と
の
違
い
を
発
見
、
来

場
者
一
人
ひ
と
り
に
「
自
分
の

時
間
」
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か

け
を
お
届
け
す
る
こ
と
を
目
的

し
た
。

　
日
本
な
ら
で
は
の
時
の
文
化

を
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
や
体
験
展

示
：
ハ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン 

、
時
間
感
覚
タ
イ
プ
診
断 

、
体
験
展
示
：
わ
た
し
の
時
間

針 

、
ク
ロ
ノ
タ
イ
プ
診
断 

な

ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て

い
た
。

三
塚
会
長
と
エ
プ
ロ
ン

　東京貴金属技能士会と全日本貴金属技能士会連合
会（三塚晴司会長）は、６月 13 日に東京・文京区
民センターで通常総会を開催し、全ての議案を承認
可決した。
　会の中では、資金もかなり余裕があるので、全会
員にエプロンをプレゼントすることも報告された。

セ
イ
コ
ー
企
画
展

シ
チ
ズ
ン

「
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ 

ワ
ン
」に
５
気
圧
防
水
仕
様
の
新
作

６つの領域で取り組む

東京貴金属技能士会全会員にエプロン 全日本貴金属技能士会連合会

「眼鏡市場」が発表

記
者
会
見
で
説
明
す
る
冨
澤
社
長 スプリングドライブ

U.F.A. モデル SLGB003

表
参
道
ヒ
ル
ズ
の

ス
ペ
ー
ス
オ
ー
で
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